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1. ユサコの事業内容、
および当該システム
関連部門・部署の事業
内容

学術情報の提供を通じ、知的情報の創造、
蓄積、共有のお手伝いをする会社
　当社ユサコは創業以来、海外からの雑
誌や書籍の輸入販売を行っており、近年
では電子ジャーナル、データベースも取
り扱う。雑誌や書籍等の輸入販売という
と単なる書店の取次のように思われる
が、医学や化学など学術研究に関連した
ものを中心に、知的情報の創造、蓄積、
共有を通じて社会に貢献することを目指
している。
　この中で当方が所属するシステムグ
ループは、少人数ながらも受発注を中心
とした社内基幹システムの管理、開発か
ら、インフラ整備やユーザーサポートま
でトータルに会社を支えている。

2. アプリケーションの
開発経緯、および概要

現行 System i5 のリプレースが急務　
　当社の基幹システムが稼働している
System i5 は現在、リプレースの必要性
が急務となっている。OS、ハードウェ
アともに導入から月日が経過しており、
パフォーマンス、保守体制ともに、最新
のものに切り替える時期が来ている。

現行システムを構築している CASE
ツールがネック
　単に OS やハードウェアを切り替える
だけなら、十分に検証を行い、ソースや
オブジェクトを移行すればよい。しかし
当社で一番問題となっているのは、現行
システムの開発やコンパイル環境である
CASE ツールだ。当時は 5250 画面やプ
ログラムを簡単に自動生成してくれる便
利なものであったが、このツールがなん
と、新しい OS では動作が保障されない。

現 行 System i5 の 5250 画 面 か ら、
Delphi/400 による GUI への移行の準備
　上記の問題があり 5250 画面を利用し
たままでは画面のメンテナンスができ
ず、新しいハードウェアにも移行できな
い。かといって現在のプログラムを解析
して同じ 5250 画面を再生成するのでは
生産性がないし、今後の大量の CL や
RPG を新たにメンテナンスするには、
当社のシステムグループの人数では困難
で あ る。そ こ で、Delphi/400 に よ る
GUI 画面への移行を通じ、CASE ツー
ルからの解放を目指しているところであ
る。

GUI 化による OUTQ の管理、スプール
ファイルの見える化も必要
　通常の対話画面はもちろんだが、
System i5 の OUTQ を管理する機能も
Delphi/400 に移行する上で必要だ。長
年 System i5 を利用しているだけあっ
て、コマンド自体は作成した画面から呼
び出しているものの、WRKOUTQ コマ
ンドや WRKSPLF コマンドの機能操作
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図2　ListSpool400利用時の開発画面

図1　帳票サーバー利用の構成図
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スプール文字列絞込の機能まで対応
　絞り込んだスプール一覧から、印字さ
れている文字列でフィルタリングできる
機能があるとよい。スプール内容を読み
取るには Spool400 コンポーネントがあ
るが、同様に印字ページが多いと、
ClientDataSet に展開してしまうと時間
がかかってしまう。文字列があるかどう
かを知るだけなら、これも i5 上で DB
化したスプールファイルから文字列検索
するのでよい。QTEMP にスプールデー
タを展開する CLP を作成し、SQL でこ
のファイルにアクセスする。【図 10】【図
11】【図 12】

スプール表示もCPYSPLFを使用して
ClientDataSet に表示
　スプール表示についても CPYSPLF
を活用して代用する。ListSpool400、
Spool400 は BDE を使用するが、この際、
BDE 不要で Delphi/400 を動作できる
ようにした【図 13】。スプール文字列絞
込で活用した CLP からスプールを SQL
で取得する。CLP から呼び出す RPG で
ページ番号を振ってあるので【図 14】、
この番号でフィルタ機能を利用し、疑似
ページめくり機能を有効にする【図
15】。 表 示 し た ス プ ー ル か ら も、
Windows で行うような、文字列検索を
できるようにした。【図 16】
　検索結果の文字列の場所を覚えてお
き、次に検索が実行された時、次に見つ
かる文字列からスタートする。

4. ノウハウ、教訓、エン
ドユーザからの評価、
今後の予定・計画

　GUI 画面へは移行の途中であり、ス
プール管理画面もまだ、積極的には利用
されておらず、ユーザーからの反応はま
だ多くは得られていない。しかしながら、
出力したスプールを検索できる機能につ
いては、今後大いに効率を上げられる見
込みだ。GUI ベース画面への移行が進
んでいけば現行のスプールを使用する必
要もなくなり、Delphi/400 で利用でき
るレポートツールに切り替えていくこと
になるだろうが、当面はこの機能を役立
てることになるだろう。
 M

い。PRINT オプションを付けることで、
この速度を活かせないだろうか。
 
スプールのDB化した結果をQTEMP
に保存
　上記 WRKSPLF コマンドを利用し、
得られた結果のスプールファイルを
CPYSPLF コ マ ン ド で DB 化 し、
QTEMP に保存する CL を作成する【図
4】。 ス プ ー ル フ ァ イ ル に は 当 然
WRKSPLF のヘッダー等も含まれてお
り、全体としては不定形の形だ。しかし
フィールド分割したファイル【図 5】を
スプールファイルのコピー先にしておけ
ば、すべて文字列ながらエラーを発生さ
せることなくファイルに取り込める。
ヘッダーは取得時に取り除くこととす
る。

QTEMPに作成したファイルをDelphi
から取得
　ファイル化してしまえば、Delphi/400
から容易にアクセスできる。前述の通り、
ファイル化したスプールファイルには不
要なヘッダーデータも含まれているの
で、STATUS フィールドに必ず入る値
で結果の絞り込み（RDY,HLD,SAV..）
を行えば、スプール一覧だけに結果を絞
り込める。WRKSPLF を PRINT 実行
し た 時 の ス プ ー ル フ ァ イ ル

（QPRTSPLF）も検索結果に出てきて
しまうので、これも除外する SQL を準
備 し て お く【 図 6】。OUTQ だ け は
WRKSPLF コマンドのパラメータにな
いので、入力があれば条件に追加できる
ようにする。【図 7】
 
Delphi/400 からWRKSPLF コマンド
の実行と、ClientDataSet への取得
　SQL のベースができたら、検索実行
時に WRKSPLF コマンドの実行と、取
得した結果を ClientDataSet への取得を
行う。【図 8】

スプール管理の一般的な機能に対応
　ClientDataSet に取得さえできれば、
スプールの保留から解放、移動まで容易
に可能だ。取得したスプール情報から、
それぞれコマンドを呼出し、実行できる
機能を実装する。【図 9】

はユーザーも日々使用しており、熟練し
ている。スプールファイルの移動、解放、
表示などの機能は必須である。

多数のスプールファイル、OUTQに対
応できる機能要件
　当社は帳票サーバーを介して一般プリ
ンタに出力できる環境を整えており【図
1】、プリンタ対応する OUTQ をそれぞ
れ準備しているが、そのほか保管用、出
力済用に多くのOUTQを用意している。
また、当社の雑誌等商品の受注で、1 年
で多くのトランザクションレコードが発
生する。ゆえに注文書などを作成する際
にはスプールファイルの数も多くなる
し、繁忙期になると 1 つのスプールファ
イルに対する枚数も膨大になる。
　5250 画面のようにスムーズな表示と
アクションができることが必要だ。

3. 取組内容
（メインテーマ）

TListSpool400ではライブラリーの指定
と、スプールファイル数が多い時に課題
　まず始めたのは、ツールとして提供さ
れている TListSpool400 の活用である。
非常に便利なコンポーネントであり、ス
プール一覧の取得に適しているため、当
コンポーネントを採用して開発を始め
た。スプール一覧を取得して、かつユー
ザー名、スプールファイル名、出力時間
等で絞り込む機能を検討する。【図 2】
　開発は順調に進み、いったんリリース
を行ったが、検索対象が複数の OUTQ
にまたがる時、またスプール件数が多い
時、すべてのスプール一覧を取得してか
らの絞り込みしかできないため、非常に
時間がかかることがわかった。複数の
OUTQ を選択して OUTQ 横断検索を行
える機能も備えていたが、時には数十分
かかるため、実用に耐えない。

WRKSPLFのPRINT出力を利用
　i5 の最新 OS では簡単にできるのかも
しれないが、スプールファイルの復元等
を行う場合、CPYSPLF コマンドでス
プールファイルをファイル化し、CPYF
コ マ ン ド で 復 元 印 刷 し た り す る。
WRKSPLF コマンドは検索条件があら
かじめ設定できることもあり【図 3】、
条件さえ付加できれば結果を返すのが速
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図3　WRKSPLFのパラメータ
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図4　WRKSPLFの結果をQTEMPに保存するCLP
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図5　分割ファイルのDDS（SPFILED）
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図7　動的にWHERE文の追加

図6　QTEMPのWRKSPLF結果（WRKSPLFL）にアクセスするSQLベース　
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図8　WRKSPLF結果の取得
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図9　スプール管理コマンド
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図10　スプールデータのQTEMP取得

図11　DB化スプールファイルのDDS（SPFILEC）



35

図12　取得一覧から印字文字列で絞込み
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図13　スプール表示画面

図14　スプールデータのページカウントRPG（LE）
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図15　スプール表示のページ移動
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図16　ブラウザで文字列検索するような機能を搭載する
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図18　完成図（実行画面）

図17　完成図（WRKSPLFを利用した場合の開発画面）


